
県民の生活や意識に関する調査 

 

アンケート期間：平成 29 年 8 月 17 日～8 月 31 日（15 日間） 

調査目的   ：県では、県政運営の基礎資料とするため、日常生活の意識の変化などを定期的

に調査する県政世論調査を実施している。今回、この調査をより充実させるた

め、調査内容を追加・変更して実施する。 

調査対象   ：ながさきＷＥＢ県政アンケート全モニター 395 名 

回答状況   ：回答者 360 人（回答率 91.1%） 

調査担当課  ：総務部県民センター 

 

※小数点以下第１位を四捨五入しているため、100%にならない場合があります。 

 

■回答者の属性 

 

 

  

男女構成割合 

年齢区分別構成割合 

区分 人数
構成割合

(%)

男 106 29

女 254 71

合計 360 100

年齢区分 人数
構成割合

(%)

10代 4 1

20代 34 9

30代 98 27

40代 98 27

50代 63 18

60代 55 15

70代以上 8 2

合計 360 99



Q1. 日常生活の満足度について、「満足」を５点、「不満」を０点とすると、何点くらいになると

思いますか。 

                           

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Q2. Ｑ１日常生活の満足度を判断した最も大きな理由は何ですか。あてはまる番号を一つだけ選

んでください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

選択肢
回答

者数

割合

（％）

５点　「満足」 29 8

４点　　↑ 144 40

３点　　｜ 120 33

２点　　｜ 46 13

１点　　↓ 15 4

０点　「不満」 6 2

合計 360 100

選択肢 回答数
割合

（％）

（１）仕事 34 9

（２）所得 86 24

（３）家族との生活 154 43

（４）友人との交流 7 2

（５）趣味 12 3

（６）健康 27 8

（７）福祉等行政の支援 5 1

（８）特に理由はない 26 7

（９）その他 9 3

合計 360 100

0 20 40 60 80 100

割合

（％）

質問１ 日常生活の満足度

０点 １点 ２点 ３点 ４点 ５点

→満足不満←



Q3. あなたは、現在の住所に通算何年くらいお住まいですか。あてはまる番号を一つだけ選んで

ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Q4. あなたが、現在の住所に居住している最も大きな理由は何ですか。あてはまる番号を一つだ

け選んでください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【その他の主な意見(一部要約)】

・実家や持ち家、賃貸条件による住宅(26)

・家賃等経済的な問題(7)

・自然環境がよい(5)

選択肢 回答者数 割合(%)

（１）１年未満 15 4

（２）１年～４年 63 18

（３）５年～９年 75 21

（４）１０年以上 207 58

合計 360 101

選択肢 回答者数
割合

(%)

（１）仕事 77 21

（２）家族の世話 48 13

（３）子どもの教育 37 10

（４）友人との交流 2 1

（５）趣味・娯楽 2 1

（６）買い物が便利 18 5

（７）医療機関の便がよい 6 2

（８）交通の便がよい 32 9

（９）住みなれた土地を離れたくない 89 25

（１０）その他 49 14

合計 360 101



Q5. あなたは、日常生活の中で現在一番困っていることは何ですか。あてはまる番号を一つだけ

選んでください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Q6. あなたは、日常生活の中で、休んだり、好きなことをしたりする時間（余暇時間）のゆとりは

ありますか。それとも、仕事や家事、学業などに精一杯で時間のゆとりがありませんか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【その他の主な意見(一部要約)】

・住宅環境(3)

・家族の健康(2)

・将来の不安(2)

・特になし(12)

選択肢 回答数
割合

（％）

（１）仕事 33 9

（２）家事 12 3

（３）通勤・通学の時間 11 3

（４）所得が少ない 102 28

（５）家族の世話 31 9

（６）娯楽が少ない 26 7

（７）買い物が不便 21 6

（８）自分の健康 36 10

（９）医療機関の便が悪い 5 1

（１０）交通の便が悪い 35 10

（１１）周りに頼りになる人がいない 16 4

（１２）その他 32 9

合計 360 99

選択肢
回答

者数

割合

(%)

（１）かなりゆとりがある 50 14

（２）ある程度ゆとりがある 175 49

（３）あまりゆとりがない 95 26

（４）ほとんどゆとりがない 40 11

合計 360 100



Q7. あなたは、平日（休日を除く）の余暇時間の過ごし方について、主にどのようなことをして過

ごすことが多いですか。（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Q8. では、休日の余暇時間の過ごし方について、主にどのようなことをして過ごすことが多いで

すか。（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【その他の主な意見(一部要約)】

・読書(4)　・育児、家事(4)

・睡眠、何もしない（5）

・余暇時間はない(3)

【その他の主な意見(一部要約)】

・読書(3)

・子どもの部活動(3)

・睡眠、何もしない(4)

選択肢 回答数
割合※

（％）

（１）文化活動（音楽、絵画、舞台鑑賞、舞踏、囲碁、将棋など） 50 14

（２）軽い運動（体操、ウオーキングなど） 50 14

（３）ボランティア・社会活動 24 7

（４）ショッピング・外食 47 13

（５）スポーツ 20 6

（６）菜園・ガーデニング等 37 10

（７）テレビ・ビデオの視聴 144 40

（８）パソコン・ＳＮＳ・ゲーム 140 39

（９）友人等との交流 35 10

（１０）家族とのだんらん 128 36

（１１）自己啓発（語学講座、セミナー等） 27 8

（１２）その他（記述） 22 6

　　　　　　　　　　　　　※回答対象者数360に対する割合

選択肢 回答数
割合※

（％）

（１）文化活動（音楽、絵画、舞台鑑賞、舞踏、囲碁、将棋など） 50 14

（２）軽い運動（体操、ウオーキングなど） 37 10

（３）ボランティア・社会活動 14 4

（４）ショッピング・外食 121 34

（５）スポーツ 24 7

（６）菜園・ガーデニング等 35 10

（７）テレビ・ビデオの視聴 94 26

（８）パソコン・ＳＮＳ・ゲーム 91 25

（９）友人等との交流 47 13

（１０）家族とのだんらん 186 52

（１１）自己啓発（語学講座、セミナー等） 21 6

（１２）その他（記述） 27 8

　　　　　　　　　　　　　※回答対象者数360に対する割合



Q9. あなたは、現在居住されているところの地域活動（町内会・こども会・老人クラブ・公民館活

動等）にかかわりを持っていますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

Q10. 長崎県の政策の関心度について、「とても関心がある」を５点、「全く関心がない」を０点と

すると、何点くらいになりますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

選択肢 回答者数
割合

(%)

（１）とてもかかわりを持っている 32 9

（２）ある程度かかわりを持っている 115 32

（３）あまりかかわりを持っていない 123 34

（４）全くかかわりを持っていない 90 25

合計 360 100

選択肢 回答者数

割合

(%)

５点　「とても関心がある」 50 14

４点　　↑ 92 26

３点　　｜ 136 38

２点　　｜ 49 14

１点　　↓ 22 6

０点　「全く関心がない」 11 3

合計 360 101



 

Q11. Ｑ１０県政の関心度を判断した理由は何ですか。あてはまる番号を選んでください。（複数

回答可） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Q12. あなたは、普段、家族や友人等と話をする時、県政の話題について話すことがありますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

選択肢
回答

者数

割合

(%)

（１）よく話をする 20 6

（２）たまに話をする 126 35

（３）ほとんど話をしない 139 39

（４）全く話をしない 75 21

合計 360 101

選択肢 回答数
割合※

（％）

（１）自分の暮らしに関係があるから 194 54

（２）長崎県に愛着があるから 107 30

（３）世の中の動きや政治行政に関心があるから 80 22

（４）県行政について新聞やテレビでよく見聞きするから 64 18

（５）県にやってほしいことがあるから 40 11

（６）県がやっていることに不満があるから 31 9

（７）県が何をやっているかチェックする必要があるから 46 13

（８）県が何をやっているかよくわからないから 99 28

（９）自分が要望や意見を出しても活かされないと思うから 32 9

（１０）その他 5 1

　　　　　　　　　　　※回答対象者数360に対する割合



Q13. 県が毎月発行している全世帯広報誌「つたえる県ながさき」の８月号（7 月下旬～8 月上旬

に配布）に県政に対する意見・提案の募集記事（１ページ）を掲載しましたが、あなたはその記事

を読まれましたか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Q14. あなたは、この１年間で長崎県庁舎（別館含む）に行ったことがありますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Q15. 本年１２月に新県庁舎が完成予定ですが、移転後、新庁舎を見に行こうと考えてますか。 

◇新庁舎のエントランスホールや食堂、展望施設等は、県民の皆様に自由に利用していただけるようになっております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

選択肢
回答

者数

割合

（％）

（１） 読んだ 133 37

（２）「つたえる県ながさき」８月号は読んだが、県政

       に対する意見・提案の募集記事は読んでなかった 85 24

（３）「つたえる県ながさき」8月号は読んでなかった 74 21

（４）「つたえる県ながさき」を読んだことがない 18 5

（５）「つたえる県ながさき」を知らない 33 9

（６）「つたえる県ながさき」8月号は届いていない 17 5

合計 360 101

選択肢
回答

者数

割合

（％）

（１）行ったことがある 48 13

（２）この１年間ではないが、過去行ったことがある 88 24

（３）行ったことがない 224 62

合計 360 99

選択肢

回答

者数

割合

（％）

（１）見に行こうと考えている 77 21

（２）長崎駅周辺に用事があった時に時間が

　　　あれば見に行こうと考えている 163 45

（３）見に行こうとは考えていない 120 33

合計 360 99



Q16. 県民の皆様と県の対話を積極的に進めるにあたって、ご意見やご要望があればご記載下さい。

（今回のアンケートについてのご意見もあればご記載下さい。） 

【意見・要望概要】 

① 意見提出機会の充実に関するご意見 

・Web、SNS、郵便等意見提出の方法に関するもの。 

・がんばくんとらんばちゃんの活用。 

・意見交換の場の創出、そのことの情報発信。 

・子供へのアプローチ。 

・もっと気軽に県民が意見を言える環境づくり。 

 

②県民と県（職員）との直接対話に関するご意見 

・地域別に知事との意見交換の実施。 

・託児つきの意見交換。 

・県民と対話する機会・時間の拡大。 

・働き盛りの世代との対話。 

 

③県民アンケートに関するご意見 

・アンケートの手法（対象者、規模等）に関するもの。 

・アンケートの内容（設問項目、聞き方、選択肢等）に関するもの。 

・アンケートの活用に関するもの。 

 

④特定課題に対する意見や聴取のあり方に関するご意見 

・スポーツ振興。 

・ＵターンＩターンや県出身者で他県での活躍されているかたの意見の聴取。 

・福祉政策・障害者への政策の充実。 

・市町によって異なる子育て支援の統一。 

・長崎県のバリアフリー化について、車椅子を利用している当事者の意見の聴取。 

 

⑤県の広報の充実に関するご意見 

・広報誌の内容について。 

・広報手段（つたえる県ながさき、TV 等）について。 

・県政の広報媒体についての周知、アクセス方法について。 

 

⑥県政への関心に関するご意見 

・自分が住んでいる市には関心があるが、県となると広すぎて、関心が薄くなる。 

・友人たちと色々な情報や不満を話すことはあるが、そこで終わりになる。 

・県政がどのように活動しているのか全くわからないので、もう少しわかりやすい活動をしてほしい。 

 


